
◆認知症検査（VSRAD：MRI）のご紹介 

VSRAD（ブイエスラド：早期アルツハイマー型認知症診断支援システム）とは、前駆期

を含む早期アルツハイマー型認知症（以下早期 AD）に見られる海馬
か い ば

傍
ぼう

回
かい

（記憶に関

わる部位）の萎縮の程度を読み取るための MRI画像処理・統計解析ソフトです。 

早期 AD では、海馬傍回が萎縮する事がわかっています。海馬傍回は体積も小さく、

CT・MRIなどの画像上では視覚的にはとても評価できません。 

早期 AD において健常高齢者との鑑別では、80％以上の正診率となることが確認さ

れています。 

このソフトの結果から確定診

断ができるわけではなく、あく

までも早期 AD を診断する上

での支援をする目的で使用し

ます。 

★AD の症状の進行を抑える

薬の投薬は、AD の早期であ

ればあるほど、その効果が期

待できます。VSRAD を使って

臨床上疑わしい症例を早期か

ら診断していくことについては、

患者さん本人はもとよりその

ご家族のためにも大きな利益

をもたらすと思われます。 
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